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2016 年度 未来ファンドおうみ 

助成団体の活動がはじまりました 
 

2016 年 5月 14 日（土）10：30 からピアザ淡

海(県民交流センター：207 会議室）において、

未来ファンドおうみ 2016 年度助成事業のオ

リエンテーションを開催しました。 

各基金の特徴、助成事業の年間スケジュール、

事業を進めるにあたっての留意事項、広報につ

いての約束ごと、会計などについて説明をおこ

ない、その後質問にお応えするなかで、助成事

業についての理解を深めていただきました。 

助成金を有効に使って、地域がさらによくな

る活動を展開してくださることに期待が寄せられています。 

 

 

【2016 年度の助成決定の団体数・助成額】 

おうみＮＰＯ活動基金助成       ４団体 1,180,000 円 

びわこ市民活動応援基金助成      ２団体  600,000 円 

びわ湖の日基金助成          ２団体  520,000 円 

積水化成品基金助成          ２団体  300,000 円 

笑顔あふれるコープしが基金助成        ３団体  300,000 円 

ナカザワＮＥＯフレンドシップ基金助成  ４団体   300,000 円 

げんさん食育ＮＰＯ基金        ２団体  200,000 円 

湖国文学活動応援むらさき基金          ２団体  200,000 円 

       ―――――――――――――――――――――――――― 

         合計  ２１事業（２０団体）    3,600,000 円 

 

 

これまでにおこなった助成は、のべ１９５団体、総額１億２千万円を超えます。 

 

http://www.ohmi-net.com/


 

未来ファンドおうみの事業 
2016 年 5月 14 日（土）実施

2016 年度表彰事業 

日本の元気なきずなプロジェクト基金 『淡海のつなぐ、ひらく、みらい賞』 

授賞式・活動報告会を開催しました 
 

今年度の授賞団体は、かつて人々が大切にしてきた地域の環境や、人と人のあたたかい

ふれあいを今も大切にし、長年活動を継続してこられた２団体です。 

 

NPO 法人家棟川流域観光船           寄里藍 

 

2015 年度助成事業  成果報告会を開催しました 
 

     
基金ごとに助成団体から発表があり、その後、運営委員から質問がありました。寄付者

の方のご参加もあり、みんなで助成事業の成果を確認しました。 

    

淡海ネットワークセンターのふらっとルームで、助成団体の活動や事業の成果物をパネ

ル展示し、交流しました。 



 

2016 助成団体の活動 
 

『おうみ良うなる！ 

元気商品プロジェクト』 

『おうみ良うなる！元気商品プロジェクト』

は、未来ファンドおうみへの寄付を募るた

めの一環として取り組んでいます。企業や

団体と当財団が Win-Win

の関係で寄付つき商品を

つくり、消費者が寄付つき

商品（おうみ良うなる！元

気商品）を購入することにより、地域づく

りへの想いや願いを実現し、おうみ（滋賀）

の地域社会をもっと良くしていこうという

ものです。 

「うちの商品に『おうみ良うなる！元気

商品プロジェクト』マークをつけたいな！」、

「こんなサービスにもつけたいな！」とお

考えの方は当財団にご連絡ください。よろ

しくお願いします。 

 

 

『おうみ良うなる！元気商品プロジェクト』 
企画第１弾 

近江通商株式会社 

「近江里山の薪」 

「近江里山の炭」 
近江通商株式会社（高島市）が販売して

おられる「近江里山の薪」「近江里山の炭」

をご購入いただくと、売上代金の１％が淡

海ネットワークセンターの未来ファンドおう

み「びわ湖の日基金」に寄付され、琵琶湖の

環境保全に関わる実践活動および調査活動

への助成事業に充てられます。 

 

 

この薪や炭を購入することによって、寄付に参加でき

ます。 

 

 
積水化成品基金助成 

NPO 法人 

甲賀の環境・里山元気会  

４月２日（土）に甲賀市水口町松尾の里

山において、積水化成品グループ新入社員

（２２名参加）研修が行われました。 

まず、遊歩道を散策しながら、里山元気

会の会員さんからこれまでの歩みなどを聞

きました。その後、パンやピザをみんなで

作り、美味しい昼食と親睦の時間を楽しみ

ました。午後は、原木に駒菌をつめて椎茸

のホダをつくり、椎茸置き場に並べました。

最後は、ツリーハウスからＡＫＢ４８の『３

６５日の紙飛行機』を聞きながらの紙飛行

機をとばしました。貴重な体験がたくさん

盛り込まれた研修でした。 

 



 

未来ファンドおうみの仕組み 

 

 

 

寄付をするには？ 
 個人、企業、団体、財団など、どなたでも寄付をしていただくことができます。 

 「未来ファンドおうみ」には、いろいろな基金の種類があります。応援したい基金を

選んでください。 

 「未来ファンドおうみ」への寄付は、税制上の優遇措置の対象になります。 

 

 

助成金を受けるには？ 
 助成対象は、ＮＰＯや市民活動団体です。 

 通常、１１月中旬から募集案内をします。 

 申請書類は、１２月～１月中旬（予定）に提出していただきます。 

 助成団体採択の審査は「未来ファンドおうみ運営委員会」がおこないます。１次審査

と２次審査があります。（基金によっては、１次審査だけのものもあります。） 

 

 

お問い合わせ先 
淡海ネットワークセンター（公益財団法人 淡海文化振興財団） 

〒520-0801 大津市におの浜 1-1-20（ピアザ淡海２Ｆ） 

TEL：077-524-8440、FAX：077-524-8442、e-mail:office@ohmi-net.com 
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